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高谷　　祭祀 と地域性

祭 祀 と 地 域 性

ビル マ ・ラ ングー ン研究 か ら

高 谷 紀 夫*

Urban Character of Festivals in Burma

Michio TAKATANI

 Hpayd-pwe is one style of festivals in Burma whose origins 
can be found in Buddhist modes of festival-making. Though 
most  hpayd-pwe are pagoda festivals, in another type of  hpayd-pwe 
the hpayd refers to the Buddha image. One example is the 
Yankin 28 Buddha images festival  (Hnajei'shi'hsu-hpayd-pwe). 

   Yankin is a township in the suburbs of Rangoon. Develop-
ment of this area began in the 1950s, and it is essentially a 
new dormitory town for the capital zone. Since the Yankin 
28 Buddha images festival was held for the twenty-first time in 
1986, its history is brief. The main event is a procession of 28 
Buddha images on sacred palanquins. 

   Procession is one common and distinct form of event in 
rituals. There is no doubt that the important motivation of 

procession-making by Buddhists is donation (dana pyii) for 
merit-making. Merit-making is a basic mode of action that 
is associated with the identity of Buddhists. The processions 
for merit-making take the offerings brought by laymen to the 
space for the donation ceremony, where the offerings become 
sacred. Thus such a procession functions as a demonstration 
of donation. On the other hand, the procession of the Yankin 
festival is made to display Buddhas and collect contributions. 

   This festival has the following features not noted  hitherto: 

 (1) The main purpose  is to be free from calamity. Though 
     the basic motivation is to donate for merit-making, the 

     festival can be explained entirely in secular terms; 

 (2) The Buddha images used in this festival were originally 
     made from the Bo tree  (Nyaun-pin). The Burmans seldom
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     cut Bo trees, for Buddha is believed to have found enlight-
     enment under one, according to Buddhist literature; 

 (3) The center of the festival is not at any pagoda or 
     monastery,  but at one  dammayoun  (hall for Buddhist 

 laymen); 

 (4) The procession is an entertainment for the participants 
     and the audience, and one without destination, since 

     the starting point  (dammayoun) is the same as the goal; 

  (5) The main action of the procession is street performances 
     and the collecting of donations; 

 (6) Most blocks of the Yankin township have a hand in the 
     management of the festival, so it influences the social 

     ties there; and 

 (7) Apart from participation in the main procession, the way 
     each block celebrates varies. Some blocks start the fes-
     tival one week in advance of the procession, whereas 

     others start it only two days before. Thus the indep-
     endence of each block is maintained. 

   This festival is organized in the traditional manner with 
respect to date, composition and costumes, but compared with 
other festivals in Burma it may be more receptive to change and 

the adoption of new components. Recently, some other 
townships of Rangoon have started the same type of festival. 
Future changes in these festivals should be monitored.
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プ ロ　ロ ー グ

　 ラングーン。2年 程過 ごしたこの町で抱 き続けていた素朴な疑問はこの町が「都市」

なのかどうかということだった。人 口集中,舗 装された道路網,通 勤タイムの交通渋

滞,映 画館などの娯楽施設,物 資の集中と常設の大マーケ ット,官 庁街,上 下水道,

ゴミの山など観察される 「都市」の諸断片 に加え,こ の町がイギリスの植民地化によ

って下 ビルマの中心として発展 してきた歴史を考えれば,物 理的に 「都市」であるこ

とは否定で きない事実である。それでもである。 この町に住む人たちの意識の中に確

固たる 「都市」民としてのアイデンティティがあるのだろうか。「都市」に対するあこ

がれはある。だがそのあこがれは,物 資の豊かさ,便 利さを価値基準とした相対的な

ものにすぎず,「都市」のイメージは非 「都市」圏の人たちにとっては現実の世界の延

長線上に存在 しているにすぎないといえるかもしれない。 ここで改めてことさらに,

「都市」 と非 「都市」の相違を強調するつもりはない。 いうまでもな く 「都市」は経

済的に「都市」以外の地域 と密接 に結びついている。「都市」民は生命維持のための物

資を管理蓄積することはできても生産することはない。「都市」は人類の発明であるが

自立的な存在 というよりも,生 活上のある特定の機能を集中的に発達させてきた生活

空間なのである。

　「都市祭祀」 という儀礼の くくり方がある。 この くくり方は,「都市」 の規定を前提

とする。だが本論文では,最 後の考察まで意図的に 「都市」 ということばを避けるこ

とにしたい。なぜなら 「都市/非 都市」という図式はあまりに単純すぎ,ラ ングーン

が 「都市」であるかどうかの議論を飛び越えて,「都市」で行なわれている祭 りだか ら

「都市祭祀」 という非生産的な トー トロジーに陥って しまう。

　祭祀はその基盤 となる地域 との結びつきを抜 きにして語ることはで きない。 しかも

その祭祀が地域の発展 という歴史的脈絡で明瞭 にとらえ られるとするな らば,そ の結

びつきは一層重要なものとなる。本論文は,ビ ルマ ・ラングーン市の行列パフォーマ

ンスが特徴的なある祭祀を取 り上げ,そ の祭祀が他のビルマの諸儀礼 と異なる点を明

らかにし,そ の特徴を地域の特異性に結びつけて論 じることを目的とする。

　本論文では以上の問題意識と考察目的にそって次のように構成する。まず祭祀の背

景をフィール ドと祭祀分類の面か ら概観する　(1章)。 次に祭祀の特徴である行列に

ついて広 くビルマの民族誌か ら考察する　(ll章)。 さらに祭祀の実際の展開を起源伝

説を含みながらたどる(1皿 章)。 最後に祭祀の設計図を分析的に描きなが ら祭祀と地

域性の関係を考察することで,逆 にビルマの文化的脈絡における 「都市」にせまるこ
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と に した い(W章)。

1.祭 祀 の 背 景

(1)　 ブ イ ー ル ド概 観

　 ラ ング ー ン市 。 ビル マ全 人 口 の約14分 の1に あ た る250万 人余 りが340平 方 キ ロ メ ー

トル の 空間 にひ しめ く ビル マ の首 都 。2年 程 過 ご した この 町 で,多 くの儀 礼 や 祭 祀 に

出会 った。 そ の ひ とつ が本 論 文 で 扱 うヤ ンキ ン ・タ ウ ン シ ップ の28仏 祭 礼1)で あ る。

以 下 この祭 祀 を ヤ ンキ ン28仏 祭 礼 と呼 ぶ こ とにす る。 この祭 礼 は,1966年 に始 ま り

1986年 で 第21回 を 数 え て い る。

　 ヤ ンキ ン ・タ ウ ン シ ップ は,現 在 行 政 的 に は ラ ング ー ン管 区 ラ ング ー ン市 内27の タ

ウ ン シ ップ の ひ とつ で あ る。 ラ ング ー ン市 の北 東 部 に位 置 し,西 側 に は イ ンゼ ー湖 と

背 中合 わせ に カバ ー エ ー ・パ ゴダ ・ロ ー ドが,東 側 に は ラ ング ー ン環 状 線 の 鉄 道 が走

って い る。 鉄 道 を越 え る と向 こ う側 は,南 オ ッカ ラ ッパ,テ ィンガ ンジ ュ ンの 各 タ ウ

ン シ ップ,南 側 はサ ヤサ ン ・ロ ー ドを 隔 て て タ ム エ,バ ハ ンの各 タ ウ ンシ ップ が 隣接

して い る。 北 側 の 境 界 は チ ー トー河 で,そ の北 方 はマ ヤ ン ゴ ン ・タ ウ ン シ ップ で あ る。

　 ラ ング ー ンの 歴 史 は そ れ 程 古 くな い。 ビル マ 史 の 中で 明 確 に登 場 す るの は,下 ビル

マ デル タ 地 帯 の 覇 権 抗 争 の さな か で あ った。 時 は18世 紀 の半 ば。 イ ギ リス,フ ラ ンス

の ヨー ロ ッパ 勢 力 が しの ぎを 削 り,シ リア ム に は モ ン族 が根 拠 地 を お き,そ して ビル

マ 族 は 自分達 の 国 を 再 建 しよ う と奮 闘 して い た時 代 で あ る。 『ラ ング ー ン史 』 の 著者,

B.R.　 Peamに よれ ば,ラ ング ー ンの 町 は,18世 紀 に至 る まで は ダ ゴ ン とい う名で 呼

ばれ,河 沿 いの 一 村 にす ぎ な か った とい わ れ て い る。[PEARN　 1939:37]ラ ング ー

ンには ビル マ全 土 か ら信仰 を 集 め る ビル マ最 大 の仏 塔 シ ュエ ダ ゴ ン ・パ ゴ ダ が あ る。

そ の 縁 起 で は,釈 迦 の 存 命 中 にイ ン ドに旅 した2人 の商 人 が 持 ち帰 った釈 迦 の聖 髪 を

納 あ て い る と伝 え られ,ダ ゴ ンは シュ エダ ゴ ン ・パ ゴダ の 門 前 町 と して の顔 も持 って

い た。 だ が ビル マ 全 体 の 信仰 の シ ンボル と して発 展 す るの は歴 史 的 には ラ ング ー ン開

発 以 降 の こ と と考 え る の が妥 当で あ ろ う。

1)ナ ジエ ッシッス ・パ ヤー ・ブエ(乃欄'ブθf'∫痂'伽 一妙切 ラwの と呼ばれ る。尚本論文中の ビル

　 マ語 のカナ表記 は実際の発音 に近い ものと した。また ローマ字表記 は,東 京外 国語大学アジァ

　 アフ リカ言語文化研究 所で作成 された表記一覧 に一部修正が加え られ,同 大学 ビルマ語研究室

　 (代表奥平 龍二教授)を 中心 と した ビルマ研究 グループに よ って 出版 されたBurma　 and　JaPan

　 で採用された表記方法 を用 いた。[[THE　BuRMA　 REsEARcH　 GRouP　 l　987:18]尚,こ のBarma

　 and　JaPanに 所収された拙論で は,ヤ ンキン28仏祭礼 についての序論的な考 察を試みている。

　 [TAKATANI　 l987]
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図1　 ラ ン グ ー ン
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図2　 ヤ ンキ ン'・タ ウ ン シ ップ
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　 覇 権 抗 争 の 中 か らア ウ ンゼ ヤ ー(ア ラ ウ ンパ ヤ 王)が 勝 利 を納 め,1755年5月 ダ ゴ

ンを 占領 す る。 こ の町 を王 は 「戦 争 が 終 わ った」 の 意味 で ヤ ンゴ ン と改 め て命 名 した。

ラ ング ー ンは そ の英 語 読 み で あ る。 これ以 降 シ リア ム は衰 退 し,ラ ング ー ンは ビル マ

の王 に よ っ て開 発 され て い く。 しか しな が ら,当 時 の ラ ング ー ンの状 況 を 上述 の 『ラ

ング ー ン史 』 か らた ど る と,生 活 領域 とみ なせ る の は,バ ズ ンダ ウ ンとス ー レ ー ・パ

ゴ ダ周 辺 の塀 で 囲 まれ た地 域 にす ぎ な か った の で あ り,シ ュ エダ ゴ ン ・パ ゴダ付 近,

さ らに西 部 の現 在 の ア ロ ー ン地 区 は 未 開 発 の 状 態 で あ った。 そ の後 第 一 次 英 緬 戦 争 が

1824年 に勃 発 す る。 戦 後1841年 に,タ ラ ワデ ィ王 に よ っ て ラ ング ー ンは再 建 され る。

しか し ラ ング ー ンの開 発 が ビル マ 側 に よ って な され る の は この時 代 まで で,第 二 次 英

緬 戦 争 で 下 ビル マ が イ ギ リス の 植 民 地 下 に入 る と開発 の主 導 は イ ギ リス に移 り,彼 ら

の手 で ラ ン グ ー ンの 開 発 は 進 む こ とに な る。

　 1853年 に イ ギ リス人 フ レ ーザ ー中 尉 によ り現在 の ラ ング ー ンの原 型 が計 画 され る。

そ の プ ラ ンで は,ラ ング ー ンは バ ズ ンダ ウ ン ・ク リー ク とラ ング ー ン河,そ して フ ラ

イ ン河 に東 南 西 を 囲 まれ た 地 域 で,北 の境 界 は現 在 の ボ ー ジ ョー ア ウ ンサ ン ・ス ト リ

ー トとい う鉄 道 のす ぐ南 を 東 西 に走 るル ー トにあ た っ て い る
。 こ の地 域 が道 路 が 碁盤

の 目 の よ う に走 る オ ール ド ・ラ ン グ ー ンで あ る。 そ の後 の ラ ング ー ンの開 発 は,地 形

上 主 と して北 方 に伸 び て い った 。 だ が1938年 当 時 の ラ ング ー ン市 の北 の境 界 は まだ イ

ンヤ ー湖 の南 側 にす ぎ なか っ たの で あ る。従 って ラ ング ー ン首 都 圏 の本 格 的 な 開 発 は,

ビル マ独 立 以 降 まで 待 たな けれ ばな らな い。 フ レ ーザ ー が都 市 計 画 に あ た って 想定 し

た人[コは3万6000人 だ っ た といわ れ る。[AuNG　 MoE　 1983]だ が人 口 はそ の 予想 を

は るか に 上 回 って 級 数 的 に増 加 し,現 在 に至 って い る。

　 ヤ ンキ ン地 区 の開 発 は ビル マ 独 立 以 降 で あ る。 当時 の状 況 につ い て大 野 徹 氏 は次 の

よ うに述 べ て い る。 「首 都 の 急 増 す る人 口の 深刻 化 の一 途 を た ど る住 宅 問 題 を 解 決 す

るた め ラ ング ー ンの 近 郊 に衛星 都 市 を 建設 して 市 内 の過 剰 人 口を 分 散 す る計 画 は,ウ

ー ・ヌ 内閣 当時 立 案 され た
。 ラ ング ー ンの 北東 地 区 ヤ ンキ ンに5000世 帯 を収 容 し得 る

集合 住 宅 が建 設 され た の は1950年 代 に入 って か らで完 成 した の は54年 で あ っ た。」[大

野 　 1982:96]首 都 圏 開 発 は,さ ら に 南 オ ッカ ラ ッパ,北 オ ッカ ラ ッパ,タ ケ タ と

1959-60年 に 当時 の ラ ング ー ン市 長 トゥ ン ・セ イ ン大 佐 に よ っ て続 行 され た 。[AUNG

MOE　 1983]

　 ヤ ンキ ンの歴 史 につ い て は,タ ウ ン シ ップ の 中央 を東 西 に走 る道 路 の 名前 に残 るカ

ンベ ー と昔 呼 ばれ て い た こ とが 知 られ て い る。 カ ンベ ー は モ ン語 の舟 着 場 を 意 味 す る

言 葉 に 由来 す る と郷 土 史 家 ウ ー ・タ ウ ン ・ニ ャ ンは説 明 す る。 彼 に よれ ば,1952年 に
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シ ッサ ー ソ コ ン と呼 ば れ て い た地 域 を 区画 整 理 して ア パ ー ト形 式 の集 合 住 宅 を建 設 し

て ヤ ン キ ンと名 付 け た の が ヤ ンキ ン の 名の 最 初 と い う。 そ の ヤ ンキ ン と昔 か らの カ

ン ベ ーが 革 命 政権 下 に合併 して ヤ ンキ ン ・タ ウ ン シ ップ とな った の で あ る。[THAUN

NyAN　 l985:145-146]

　 ヤ ン キ ンの 面 積 は 約5平 方 キ ロメ ー トルで,行 政 的 に は16の 区(2a'kwe',　 ward)に

下 位 区 分 され て い る。1973年 か らの10年 間 に13,883人 増加 して1983年 の セ ンサ スで は

タ ウ ン シ ップ全 体 で82,705人 の人 口を擁 して い る。 この人 口増 加 数 は,3～5万 人 の

人 口増 加 を記 録 した 南北 オ ッカ ラ ッパ,タ ケ タ,さ らにマ ヤ ンゴ ン,テ ィ ンガ ンジ ュ

ン,フ ライ ン,イ ンセ イ ンの各 タ ウ ン シ ップ には劣 る もの の,ヤ ンキ ンが人 口増 加 が

進 行 中 の地 域 で あ る こ とは い う まで もな い だ ろ う。

　 ヤ ンキ ン地 区 の住 民構 成 は一般 に公 務 員 が多 い と ラ ング ー ンで は いわ れ て い る。 統

計 に よ れ ば,成 年 全 労 働 者 数1万1000人 の う ち9400人 が サ ラ リーマ ン労 働 者,軍 関 係

者 が800人 で,農 業 従事 者 は300人 にす ぎな い。[TAuNG　 NYAN　 1985:147]私 企 業

が限 られ て い る政 治 体 制 で は,公 務 員 の 多 い地 区で あ る こ とは数 字 が 証 明 して い る。

(2)パ ヤ ー ・ ブ エ

　 ヤ ンキ ン28仏 祭 礼 は,ビ ル マ の 儀 礼 群 の 中で はパ ヤ ー ・ブ エ(hPaya-pzvE)の カ テ ゴ

リー に入 る もの で あ る。 パ ヤ ー と い う言 葉 は,尊 敬 され る人 物,悟 りを 開 いた仏 陀,

釈 迦,仏 陀 像,パ ゴダ,僧 侶 及 び王 へ の呼 び か け な ど の複 数 の 意 味 と用 法 が あ る。 プ

エ は ビル マ語 にお い て最 も頻 度 が高 く,一 般 的 な儀 礼 を 意味 す る用 語 で あ る2)。 と ころ

で,ビ ル マ 語 で パ ヤ ー ・ブエ と いえ ばパ ゴダ 祭 りを さす こ とが ほ とん どで あ る。 ビル

マ の民 族 誌 に は,パ ゴダ の祭 りが 地域 の年 中行 事 とな っ て い る記 述 は 多 数 み られ る。

[SHwAY　 YoE　 1910:169;NAsH　 1965:11＆123;SPIRo　 l　970:230-231;田 村

1980:104FlO6]パ ゴ ダ は僧 院 と共 に ビル マ 人 仏 教 徒 が 参 集 す る信仰 の 場 とな って い

る。 パ ゴダ の祭 りには,前 庭 に芝 居 小 屋 や屋 台 の店 が 立 ち並 び近 在 か ら参拝 者 を 集 め

る。 ヤ ン キ ン に もモ ーガ ウ ン ・パ ゴダ が あ り,そ の祭 日は12月15日 で あ る。 と ころ が,

ヤ ン キ ン には28仏 祭 礼 とい う別 のパ ヤ ー ・ブエ の祭 りが あ る。 この祭 礼 は 特定 のパ ゴ

ダ とは 関 係 が な く,28体 の過 去 仏 と1体 の 未 来仏 の仏 像 の お練 り行列 が主 た るパ フ ォ

2)プ ェの他 にアカ ンアナー(δhkEnδna),ダ ビン(thabin)の 用語がある。前者 は主に儀礼 中のセ

レモニーや式次第を表わす ことが多 い。 これ はカンナー 働 伽耀)と いう 「華美な」 を意昧す

る形容詞の名詞化である。後者 はプェの大 きなもの として説明 され,大 学の学位授与式や舞台

芸能の表現 に他の語 と組 み合わさ って用い られる。 プエ儀礼 の詳細や全体像 については[高 谷

1986]を 参照。尚,プ エは,言 語環境 によってパ ヤー ・ブエのように有声化す る。
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一 マ ンスで あ る
。 従 って このパ ヤ ー ・ブ エ のパ ヤ ー は,パ ゴダ で は な く仏 陀 及 び仏 陀

像 を さ して い るの で あ る。次 に この祭 礼 の大 きな特 徴 で あ る お練 り行列 につ いて 考 え

てみ た い。

∬.行 列の ビル マ民族 誌

(1)行 列 の 意 味

　 ビルマ語では行列を表現する用語は二系統ある。ひとつは痂 魎 あるいは ∫面伽 と

呼ばれるもので,こ れらはチケットを買 うための行列だとか偶発的に形成される行列

に対 して用いられる。 それに対 して儀礼的な行列 にはhle-leと いう用語が当て られ

る。後者は文字通りでは巡 るとか回るという意味である。た とえば托鉢に回ることは

hswfin-hl2と いわれる。 行列は後述するように人生儀礼,年 中行事などビルマのプェ

儀礼群において欠かせないパ フォーマンスである。

　行列に関する通文化的研究はあまりにもその行為が陳腐であることか ら皆無 といっ

てよいが,祭 祀研究に若干の分析が見 られる。

　行列の記号言語論的分析の小論を発表 しているLouis　 Marinは 行列の行 くルー ト

を3つ のタイプに分類する。(1)One-way　 route(2)Round　 trip(3)Closed　 circuit

の3タ イプである。第一の一方通行タイプは不可逆性を有 し到達点に焦点がある。第

二の円還タイプは振子のように可逆性を有 しターニング ・ポイントが強調 される。第

三の閉 じた回路タイプは空間を取り込むことで象徴的に閉 じた境界を持つ囲まれた空

間が保護されると分析 される。[MARIN　 l987:220-228]

　 Marinの 分析は記号論的に如何に行列が空間を切 り取るかが念頭にある。 ここで

は別の観点か ら行列について考えてみることにする。

　 行列は繰 り返すまでもな く儀礼行為においてありふれたパフォーマンスの形式であ

る。 ビルマの村や町並みを歩 くと,多 くの行列に出会 う。たとえば毎朝の托鉢の僧侶

の行列,入 仏門式(shinbyu)のに臨む少年達が精霊の祠や僧院に向かう行列,野 辺の送

りの葬列。我々はふたつの視点か ら基本的に行列を考えることができるかもしれない。

　 社会的行為 として行列を見るとするな ら,行 列形成に三者関係つまりプロデユーサ

ーあるいはスポンサー,参 加者,観 衆が関与 していることを指摘できよう。 この場合,

行列はプロデューサーの権威,力,富 のデモンス トレーションとしてみなすことがで

きる。プロデューサーは観衆が彼の地位を評価することを期待する。 ビルマの王朝時

代に描かれたパゴダの壁画中の王宮儀礼描写に行列のモチーフを見出すことがで きる。
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壁画,そ してそれに描かれた行列は王家のプロデューサーとしての力を永遠のものに

している。最近のビルマ政府主催のパ レードもこれ と同列に考えることができるだろ

う。仏教儀礼の行列においても寄進は開かれた行為 とはいいながら,や はりスポンサ

ーにとっては晴れがましい披露の場面 として機能 している。

　行列パフォーマンスの内容を第二の行列を考える視点 として提示できよう。行列に

おいては順番と位置が重要な要素であることはいうまでもないが,参 列者はその衣裳

と振るまいによって他 と区別 される。あるいはそれを要求されるといった方がいいか

もしれない。 ビルマの行列では王,王 妃,王 子,王 女,大 臣,兵 士 といった王朝時代

の行列をほうふつさせ るような参列者に出会 うし,ナ ガー(ndga)や ガロン(gdlOtin)

のような物語の中で語 られる動物に扮 した参列者も特徴的である。この場合,行 列は

文化のメタファーとして通時的あるいは共時的に順番 と位置を示す見世物と化すので

ある。

Marinの 分析は確かに行列を分類するひとつの指針を与えている。 だが行列形成

の社会的背景や行列構成の内容についての配慮はない。 ビルマではどのような行列が

観察 されるのだろう。 ビルマの人々はどのように行列行為を考えているのだろう。ま

たどのような動機付けによって行列は形成されているのだろう。次節ではビルマで知

られる行列パフォーマ ンスをたどりなが ら,儀 礼行為における行列の社会的文化的背

景について考察を進めることにしたい。

(2)ビ ル マ の 行 列

　 ビルマの正月は太陽暦の4月 半ばにあたる。旧年から新年への移行に際 しては,喧

騒な水祭 りが繰 り広げ られる。水祭 りはビルマだけではな く中国雲南省 シーサンパ ン

ナの榛族やタイの平地タイ族においても正月の代表的な祝祭パ フォーマンスであり,

構造的に相似な起源説話を伝える。互いに水を掛 け合うこの祭 りのビルマにおける最

近の流行 としてはその掛け方がエスカレー トし,ラ ングーン,マ ンダ レーでは若者達

が幌のないジープ型の車を連ねて市内各地の道路沿いに仮設 されたマンダッ(manda')

と呼ばれるステージを周 り水の交換を行なう。嘲笑,罵 声が飛び交 う水入 りの舌戦が

展開する。だが,モ ータ リゼーションが進む以前は市内を駆け巡るという慣習はなか

ったはずで,訪 ねて来た人,道 行 く人が水のえじきになったことだろう。水掛けが一

段落 した段階でみ られる正月な らではの行列は,川 や湖に向か うそれである。行列は

生魚を携えて川や湖で放すのである。彼 らは生 きとし生けるものに慈悲を施すことで

功徳3》になると説明する。またこの時期は学校や職場が長い年末年始の休暇になるこ
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ともあって出家する志願者の行列にもしばしば出会う。 この行列はラングーンではシ

ュエダゴン・パゴダへ向かい,パ ゴダを守る土地の守護神に出家の加護を願 う。志願

者は相伴者にかつがれパゴダを周回する。その後僧院に向かい出家の儀式 に臨むので

ある4)。太陽暦の5月 中にあたるビルマ暦2月 カソンの満月の日はシャカ祭 りである。

釈迦の生誕,成 道,入 滅を記念するこの祭 りは,ビ ルマではニャウン・イエー ・トゥ

ン・ブエ(Nyaun-yei-thwun-pwe)と 呼ばれ,大 きなニ ャウンの木5)に 水を掛けるのが

慣例となっている。人々は行列を作 り,水 瓶を抱いてニャウンの木 に向かう。 シュエ

ダゴン ・パゴダの境内にも多くのニャウンの木が植えてあるが,シ ャカ祭 りでは東南

角にあるニャウンの木が中心となって祭場が形成される。行列は主パゴダを回って祭

場へと向かう。この行列の先頭には,四 種の特別な衣裳をまとった人々の一団が配置

されている。ダジャー(thaca),デ ヴァ・ナッ(deiwd-na'),ナ ガー,ガ ロンの4種 で

ある。このパフォーマンスは釈迦が悟りを開いた時,動 物,超 自然的存在を問わず釈

迦の成道を祝賀 したというエ ピソードによるものといわれている。この4種 の一団は

それぞれニャウンの木の四方に整列 し,水 掛けの先頭を切 り,そ の後一般参列者が続

く。式次第はパゴダ管理委員会のプログラムに従って行なわれる6)。

　 ビルマ暦7月 ダディンジュの満月の日以降,ビ ルマでは僧院やパゴダに向か う行列

をよ く目にすることができる。ほぼ雨季に重なる3ケ 月 に渡 る安居(wの の間,仏 教

徒はそれぞれのやり方である人は僧院に通い,ま たある人は戒律を遵守 したりして信

仰 にいそしみ,結 婚式などの華美な行事は慎んできたのである。僧侶もまた旅行や外

泊を避け,そ の身柄を置く僧院で修行に精進 してきたのである。その安居が明ける。

人々は宗教的な功徳蓄積行事に積極的に企画あるいは参加するようになる。安居明け

の前の夜はパゴダの境内に灯明がたかれる。天上での講話を終えた釈迦が地上に帰還

するその道筋を火で照 らすのだという。シュエダゴン ・パゴダの境内には並んで灯明

3)ビ ルマ語で ク ドー(kbthou)と 呼ばれる功徳は仏教 にお ける重要 な観念のひとつである。その

獲得は仏教徒の信仰生活 における 最大の目的 とな って いる。 獲得 され た功徳 は死去の際に業

　 (カルマ,ビ ルマ語 で んαπ)と して清算 されて,来 世の転生を決定す ると信 じられている。い

わば仏教徒のアイデ ンティテ ィに関わる行動原理 ともいえる。具体 的な獲得方法 は喜捨,戒 律

遵守,瞑 想 に三分される。

4)入 仏門式を経て出家 した男たちの大半 は,短 期 間で還俗す る。入仏門式の ライフサ イクルに

お ける社会 的意義について は先に論 じたことがある。[高谷　 1982]

5)和 名ベ ンカル ボダイジュ,学 名 勲π∫漉gゴo∫%ビ ルマ語ではニ ャウ ン・ビン,正 確には,ニ

ャウン ・ボーデ ィ(脚 πη一b6di)あるいはボーデ ィ ・ニャウンと呼ばれ る種類である。 ビルマに

は45種 にのぼるニ ャウン ・ビンがあるといわれて いる。[BuRMA　 TMNsLATIoN　 AssocIATIoN

1967:377]そ の 中で仏教 と関係が深いのはニ ャゥン ・ボーデ ィであり,ニ ャウン ・ビンとい

え ばこの種類を さす ことがほとん どである。

6)私 が観察す る機会を得たのは1986年 の祭 りだが,最 近 はこのようにパ ゴダ管理委員会 が リー

ドす る傾 向があ ると聞いた。
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に火を灯す人々の行列が見 られる。

　 特にダディンジュの満月の日か らビルマ暦8月 ダザウンモ ンの満月の日までの1ケ

月間は,ボ ウン・カティン(boun-kahtein)の シーズ ンと呼ばれ,人 々は共同で僧侶の

黄衣を贈呈する慣習がある。 この時期に贈ると他の時期の贈呈より得 られる功徳が大

きいと信 じられているのである。僧衣だけではな く僧院や僧侶への寄進や供物を運ぶ

行列が各地で見 られ,新 聞もその記事を写真入 りで掲載する。行列は必ずパデータ ・

ビン(padeithd-pin)と 呼ばれる供物用の木を含み,紙 幣や供物が釣 り下げられている。

行列の単位は学校のものもあり,市 場が主催するものもあった。だがそのメンバーシ

ップは排他的なものではなく開かれたものである。人々は功徳の独占は恥ずべ き行為

とみな し,功 徳の共有を強調する。ボウン・カテイ ンのカティンは僧衣の意だがボウ

ンは一般 とか共通の意味であり,こ の行列がその組織立てにおいて開かれたものであ

ることを示 している。行列は楽団や踊 り手を随伴 しながら僧院へ と向かう。

　 ボウン・カティンのシーズンの最後を飾るのがダザウンダイン(tanhsauntain)の 祭

りである。そのハイライ トは国内主要なパゴダで行なわれる僧衣の織物競争である。

この競争は釈迦の母堂が出家する息子のために1晩 で僧衣を編んだエピソードにちな

むものと説明されている。朝方僧衣が完成 し,そ の行列がパゴダの境内を周回 しパゴ

ダ内の釈迦像に捧げ られる。

　 ビルマの男性にとってイニシエーションにあたる入仏門式の行列についてはすでに

言及 した。 ビルマ人のラィフサイクルにおいてみられるもうひとつの行列は葬列であ

る。 ビルマでは葬式は病院な ら病院,自 宅な ら自宅 と亡 くなった場所で執行され,葬

列は遺骸を乗せた車を先頭に火葬場へ向かう。かつては僧侶や富裕なものだけが火葬

に付されその他の人たちは土葬が慣例だったが,少 なくとも信教上の違いによるもの

を除いてラングーンでは火葬に付すことが一般的になりつつある。僧侶の葬式はポン

ジー ・ピヤン(hpounji-pyan)と 呼ばれて神話上の鳥カラウエ(karawei')に 乗 って遺

骸は火葬場へ行列で向かう。 この葬列に参加することは一般の仏教徒 にとって大 きな

功徳になるもの と評価されており,有 名な僧侶である程,遺 骸を運ぶ輿は派手 になり

功徳もより大きくなる。

　プエ儀礼ではないが,忘 れてはならない行列が仏教の脈絡で毎朝儀礼的に行なわれ

ている。托鉢の僧侶の行列である。僧侶は僧衣で両肩を必ず隠 し,黙 々と一言の礼を

発することもな く鉢を肩か ら下げて在家仏教徒の家を回る。もっとも托鉢の行列は僧

侶にとって修行の一環であり,行 列である必然性はない。僧院によっては食物が僧院

に直接交代で運び込まれ僧侶が院外に出る必要がないような手筈をしているところも
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ある。托鉢行列が慣例になっているにしても出家と在家の間 にはことばを交わすよう

な直接的コミュニケーションはない。む しろ間接的で精神的なコミュニケーションが

在家にとっての功徳獲得の場として機能 しているといった方が適切であろう。従 って

この行列は逆に僧の世界 と非僧の世界の対照性を浮き彫 りにするのである。

(3)儀 礼行列 と行列儀礼

　我々はここで仏教の脈絡における行列成立の背景を確認することがで きる。すなわ

ち行列はいずれも世俗の世界から仏教的世界観における至上の存在であるところのパ

ヤーの世界へ捧げられるプロセスで成立 しているのである。その動機は功徳の蓄積の

ためと説明される。行列は仏教的世界観の聖俗ふたつの世界を結ぶ境界のパフォーマ

ンスなのであり,僧 院あるいはパゴダの祭場に向かうパデータ ・ビンに代表される供

物の運搬のパフォーマンスなのである。そのパフォーマンスを通 じて供物は聖なるも

のに変換 し,捧 げられる食物も単なる身体維持のためではな く,功 徳の変数となる。

供物を運ぶ行列は,最 も採用される頻度の高い功徳蓄積の宗教的行為なのである。従

って功徳蓄積のための行列がビルマにおける儀礼行列の典型とみなすことが可能であ

ろう。

　さらに注目すべきことは,確 認 した典型的な行列が儀礼全体の一部であるという構

成である。入仏門式における志願者を運ぶ行列は,彼 らが釈迦出家の故事 に倣 うと説

明されているように王子の格好をし見た目にも華やかなものであるが,あ くまで後に

予定されている出家の誓いのセレモニーの導入部にすぎないといっていいだろう。葬

列は葬式の祭場 と火葬場を結ぶルー ト上に展開されるものであり,行 列そのものが葬

式全体の重要な要素ではあっても主たるモチーフとはいえないであろう。供物を運ぷ

行列,水 瓶,生 魚を抱 く行列,い ずれも儀礼の祭場へ向かう際のパフォーマンスであ

り,儀 礼の一部であることは他 と同様である。

　 ところがヤンキン28仏祭礼の構成では,行 列は一部ではない。それどころか祭礼に

はお練 り行列以外のパフォーマンスは含まれていないのである。従って祭礼は行列儀

礼 とも呼びうる特徴をそなえている。すなわち行列そのものが儀礼であ り,祭 場へ向

か ういわば目的地のある行列ではな く,目 的地をもたない行列 なのである。 儀礼全

体において 目的地ではな くその途中が祭礼のパフォーマンス の場となるのである。

Marinの 分類は形態的で記号論的なものであるが,こ の分類は目的地の有無と祭祀

空間の配置で分類することに特徴がある。

　構造的には,托 鉢の僧侶の行列も行列儀礼 と呼びうるかもしれない。なぜならこの
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行列には目的地はなく,行 列の中途が托鉢 と功徳蓄積の場となっているか らである。

しかしこの行列は仏教の脈絡では儀礼と考えられておらず,プ エとは呼ばれない。ま

た,そ の成立は必然性のあるものではない。従って行列儀礼とはいえないであろう7》。

　以上確認 したように,ヤ ンキン28仏祭礼は行列パフォーマンスの点で ビルマの儀礼

群の中で特異的な形態を有 しているのである。

皿.ヤ ン キ ン28仏 祭 礼

(1)祭 礼 の 素 描

　 ヤ ンキ ン28仏 祭 礼 の 準 備 は ビル マ暦7月 ダ デ ィ ン ジ ュ に入 る と始 ま る。 ビル マ 全 土

で 仏 教 徒 有志 が来 る安 居 明 け に 向 け て寄 付 集 め,祭 りの段 取 りの相 談 に動 き出す 頃 で

あ る。 ヤ ンキ ンの各 地 区で もそ れ ぞ れ 準 備 が始 ま る。

　 ヤ ン キ ン28仏 祭 礼 は,第10回(1975年)に 至 りヤ ン キ ン ・タ ウ ン シ ップ全 領 域 を 巻

き込 む祭 礼 に発展 した け れ ど も,同 タ ウ ンシ ップ の す べ て の仏 教 徒 が結 集 す るわ けで

はな い。 後 述 す るよ うに複 数 の企 画 を包 括 した形 で ビル マ暦8月 ダ ザ ウ ンモ ン月 満 月

の 日 に28仏 祭 礼 が ヤ ンキ ンで 開 催 され るの で あ る。

　 と ころ でパ ヤ ー ・ブ エ と称 され る祭 りの形 態及 び 名称 には さ ま ざ ま な もの が あ る。

28仏 祭 礼 もそ の ひ とつで あ る。 そ の 内容 を決 定 す る の は,パ ヤ ー ・ル ー ジ ー(妙 妙4-

1嬢)と 呼 ばれ るパ ゴダ 管 理 委 員 と もい うべ き仏 教 の 知 識 が豊 富 な知 恵 者 で あ る。 あ

る程 度 大 きなパ ゴ ダ に な る と団 体 を組 織 し祭 りの形 態,期 日な ど につ いて 相 談 の 上 決

定 す る。 有 名 なパ ゴ ダで は開 催 時 期 が毎 年 決 ま って お り,地 域 の年 中行 事 化 して い る

もの もあ る。 た とえ ば シュ エダ ゴ ン ・パ ゴダ のパ ヤ ー ・ブ エ が ビル マ 暦12、月ダ バ ゥ ン

月 で あ る こ とは よ く知 られ て い る。 ヤ ン キ ンの モ ーガ ウ ン ・パ ゴダ は12月15日 が祭 日

で あ る こ とは先 述 した。 だ が,そ れ以 外 に もパ ヤ ー ・ル ー ジ ー とス ポ ンサ ー とな る仏

教徒 有 志 次 第 で パ ゴ ダ を舞 台 に,仏 教儀 礼 が行 な わ れ るので あ る。 私 が 滞 在 して い た

1983年3月 ラ ング ー ン市 内で 有 名 な 四 つ のパ ゴ ダ の ひ とつ ス ー レー ・パ ゴダ で28仏 祭

7)行 列儀礼 と呼びうるものは他 にもある。ひとつ はビルマ最大の精霊儀礼タ ウンビョン ・ナ ッ
・プェ(伽 吻wπ 一ηαψwの であ り,も うひとつは シャン州のイ ンレー湖周辺 で,ビ ルマ暦7月

ダデ ィ ンジュ月に展開 される仏像の仏幸儀礼であ る。後者 はパ ウン ドーウー ・パ ゴダに安置さ

れて いる伝説の五体の仏像の うち四体が装 飾された船に乗せ られて湖畔の村々を巡 るのである。

だが,い ずれ も精霊伝説,仏 像起源伝説の再現を表徴する行列儀礼で ある。その点 ヤ ンキ ン28

仏祭礼で巡 る仏像 は由緒ある もので はな く,ま た巡る地点 も伝説上の由緒 とは無関係である。

従 ってカ ソ リック世界の巡礼 や日本の四国の遍路 とも異な る。 どち らも巡る空 間よりも立 ち寄

る場所 に宗教的意 味があるか らであ る。
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礼 が 行 な わ れ て い た。

　 ヤ ンキ ン28仏 祭 礼 のパ ヤ ー ・ブ エ は先 に確 認 した よ う にパ ゴ ダ祭 りで は な い。 中心

とな る の はパ ゴダ で は な く,マ ー ラ ミャイ ン ・ダ ンマ ヨ ン(damma1oun)と 呼 ばれ るダ

ンマ ヨ ン(説 教 堂)で あ る。 この ダ ンマ ヨ ン は ウ ー ・フ ラ ・ア ウ ン とい う人 物 が寄 進

建 立 した もの で あ る。 ダ ンマ ヨ ン 自体 の 建 立 は28仏 祭 礼 開始 以 前 に さ か のぼ る。 ウ ー

・フ ラ ・ア ウ ンは,ヤ ンキ ンで この28仏 祭 礼 を 開催 した 契機 は,地 区 の行 政 区画 整 理

で ヤ ンキ ン15区 の パ ゴダ が あ った 線路 の 向 こ う側 が15区 で な くな って しま う こ と に よ

る信 仰 上 の危 機 と説 明 す る。他 に寺 院 もな く,だ か ら こそ ダ ンマ ヨ ンが15区 の仏 教 徒

の セ ンタ ー とな っ たの で あ ろ う。15区 は ヤ ンキ ン28仏 祭 礼 の発 祥 の地 区で あ る。 後述

す る祭 礼 起 源 伝 説 に よれ ば,切 り倒 した ニ ャ ウ ンの木 か ら刻 ん だ28仏 を チ ェ ーマ テ ィ

ウ ン寺 院 境 内の お堂 に安 置 した こ と にな って お り,第13回(1978年)ま で は この寺 院

か ら仏 像 を 拝 借 して お練 りを して い た とい わ れ て い る。 とこ ろ が こ の年 の祭 礼 が 終 了

す る と仏 像 が 紛 失 して しま い,新 し く寄進 して も ら った仏 像 が現 在 の も ので あ り,普

段 はダ ンマ ヨ ン に厳 重 保 管 の 上,安 置 して あ る。

　 ヤ ンキ ン28仏 祭 礼 の 期 日は ビル マ暦8月 ダ ザ ウ ンモ ン月15日 の満 月 の 日で あ る。 つ

ま りダ ザ ウ ンダ ィ ンの織 物競 争 の翌 日に あ た る。 第14回(1979年)ま で は14日 に行 な

って いた が,こ の 年 雨季 が 長 引 い て雨 に た た られ た のだ とい う。 翌 年 よ り15日 へ と1

日ず れ現 在 に至 って い る。

　 祭 礼 は ヤ ンキ ン ・タ ウ ン シ ップ を あ げ て行 な わ れ るが 全 地 区 が含 ま れ るわ けで は な

い。 全 部 で行 政 区 画 と して16の 区 が あ る 中で5,7,8,9,10の 各 区 が1986年 時 点

で 参 加 して いな い。実 行 委員 会 側 の説 明で は,遠 隔 の7地 区 を 除 いて 参加 の 意志 は あ

る よ うだ が 空 ポ ス トが な い の で入 れ な い の だ と い う。 ポス トの 数 は 過去 仏 の数 つ ま り

28で あ る。 未 来 仏 は,28番 目 つ ま り釈 迦 の仏 像 を担 当す る グル ープ が併 せ て担 当す る

こ と にな って い る。 祭 礼 準 備 の最 大 の関 心 事 は どの 地 区 の どの グル ープ が どの過 去 仏

を 担 当 す るか とい う こ とで あ る。 次 頁 に過 去 の仏 像 担 当の 編 年 を 表 にま とめ た(表1)。

　担 当 す る仏 像 の 決定 は く じで 行 なわ れ るの が 慣 例 にな って お り,そ の く じ引 きは祭

日の約2週 間 前 に行 な わ れ る。 そ の年 の担 当の 過 去仏 が 決 ま った後,各 グル ープ は そ

れ ぞ れ の や り方 で 具 体 的 な準 備 を始 め る。 各 グル ープ で は,あ らか じめ その 年 の パ ヤ

ー ・ダ ガ ー(hpaya-taka)と 呼 ばれ る施 主 を 決 め る
。 ダ ガ ーの 特典 は 担 当仏 像 の装 飾

が で きる こ とで 最 も名誉 で あ り,大 き な功 徳 にな る と いわ れ て い る。 そ の他 の 人 は食

事 の 世話 を した りお練 りの ユ ニ フ ォ ー ムを 寄付 す る側 にま わ る。 グル ー プ に よ って は

地 区 内 に招 待 状 を配 付 し,参 集 を 呼 びか け る。 招 待 状 に は どの 日誰 が食 事 の 寄 付 を す
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表1　 ヤンキン28仏 祭礼仏像担 当編年表

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37

地 区 名

(1)  6u  Ein 

(1) Middle 

(1) Northern 

(1) Agriculture 
(1) Ward 

(2)  Rue Youndan 

(3) Ward 
(4) Ward 

(5) Ward 

(6) Ward 

(7) Ward 

 (11) Ward 

(11) Ward 
 (12) Ward 

 03) Ward 

 (1.4)  Aunzeiya St. 

(14)  BOuyaza St. 
 (14) Magin St. 

 (14)  Cau'koun-2 

(14) Cau'koun-2 

 (14)  Zamburi' St. 

 05) Station St. 
 (15) Market St. 

(15) Sayeidan St. 

 (15)  Ywama 
(15)  Aweiya St. 

(15) Ta'myei 

(15)  Thahkita St. 

(15) Aniga St. 
 (15)  Thuhkita St. 

 (i5)  Bouyaza 

 (15)  Malamyain 
 (16) Ta'myei 

 (16) Pyitaya 

 (16)  Cailahsan 
 (10 Hci'Hlain 

 06) Hci'Hlain

第16回(
1981年)

第17回(
1982年)

第18回(
1983年)

第19回(
1984年)

第20回
r1985年)

 %21111  (
1986)

 (13) 

(24) 
 (19) 

(27)

 (15) 

(28)

(25)

 (23)#

(11) 
(20) 
(8) 
(9) 

(26) 
(16) 
(2) 
(7) 

(12) 
(17) 
(21) 
(14) 
(4) 
(5) 
(1) 
(3) 

(18)

(6) 

(10) 
(22) 

 (23)0

(16) 

 (15) 
(28) 

(12) 

(14)

(7) 

(17) 

(10) 

(24) 
(5) 

(22)

(25) 

(1) 

(3) 

(11) 

(13) 
(26)

(4) 
(8) 

(27) 
(18) 
(19) 
(6) 
(9) 
(2)

(23)

 (20) 

(21)

(19) 

(22) 
(23)

(20) 

(13) 
(6) 

(8) 

(28) 

(15) 
(3) 

(2)

(17) 

(24) 
(21) 

(16) 

(9) 

(4)

(25) 

(14) 

(11) 
(7) 

(5) 

(12) 
(27) 

(18) 
(1)

(6) 

(27)

(1) 

 (14) 
(12)

(2) 

(7) 
(3) 

(22) 

(21) 

(5) 
(20) 

(16)

(23) 
(4) 
 (ii) 
(9) 
 (13) 

 (25)

(18) 
(8) 

(10) 
(26) 
(19) 
(15) 
(28) 
(17) 
(24)

(6) 

(27)

(25) 

(5) 

 (15)

(12) 

(17) 

(7) 
 (14)

(2)

(18)

(16) 

(24) 
(6) 

(19) 

(27) 

(28)

(9) 

(1) 

(23) 

(10) 
(11) 

(8) 

(21) 
 (13) 

(22) 
(26)

(4) 
(3) 

(20)

(19) 

(18) 

(26)

(17) 

(27) 

(22) 
(3)

(20)

(10)

(21) 

(28) 
(16) 

(14) 

(9) 

(13)

(6) 
(7) 

(23) 
(12) 
(5) 

(11) 
(1) 

(24) 
(2) 
(4)

(8) 
(25) 

 (15)

〔1〕作表 はウー ・タウ ン ・ニ ャン作成 の一覧表 をチェ ックしてさ らに第21回(1986年)分 を加え

　 て再編成 した

〔2〕　括弧内の数字は28仏 中の順番を表 わす
〔3〕　(28)仏 は未来仏輿 も担 当する

〔4〕 同 じ地区 内で も複数参加 している場合 もある
〔5〕 第16回 の#は データ上 の重復
r6〕 第18回 のデータは(27)仏 が重復 してお り,逆 に(10)仏 がな く一部不正確
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るかを明記 してあるのが通常の様式である。功徳蓄積は明 らかにデモ ンス トレーショ

ンの意図を相伴 している。

　各地区の多様な祭礼への取り組み方の背景には,ひ とつには富裕なダガーの存在如

何であり,も うひとつには担当する過去仏の順番が関係 しているといわれている。第

一の過去仏,第 二の過去仏という早い順番の過去仏はお練 りで先に進むこともあって

人気があり,準 備における盛り上がり方 も違 うという。功徳蓄積 という点ではどの仏

像だろうと差異はなく平等である。だが,実 際にはくじ,人 気度の点で差異が作 り出

されていることは注目に値する。その盛り上がり方は仏像の招請の仕方に歴然 と表れ

る。準備が早 く整ったところでは,1週 間前にダンマヨンより担当の仏像を地区の仮

設堂であるマンダッへ招請する。招請を してその地区で祭 りを始めてしまうことが可

能なのである。 こうして一体ずつ仏像が減って行 く。逆 に遅いところでは祭日の2日

前にやっと招請 していくのだが,そ のようなマンダッはダガーがなかなか決まらなか

った事情が暗示され,夜 間マンダ ッを訪ねても守 りの仏教徒有志が番をしているだけ

で寂 しい風景である。

　各グループの多様な取 り組み方はお練 り日以前の祭 りの様子 にも示 されている。ヤ

ンキン全体としてはヤンキン28仏祭礼であるが,地 区によっては,灯 明祭 り(ミ ー ト

ゥン ・ブェ,鋭 伽w伽 ラwの として祝っている場合もあり,地 区内だけ前の晩にお練 り

行列を して しまう地区もある。 また プザニヤ ・プーゾー ・ブエ(μ 廟吻 妙 ㍑0ラwの

と呼ばれる仏教儀礼の一形式の幕を下げているところもある。さらにヤンキン全体で

は1986年 が第21回 であるが,そ の地区が参加 してから何回目の28仏祭礼であるかを明

示 しているマンダッもあるのである。全体のお練 り行列のパフォーマンスをどうする

かも各地区のアイデアに任せられている。 このように多様な各地区各グループの参加

の仕方があって全体としてはヤンキン28仏祭礼が構成されているのである。従 って地

域のスケールをどこにおくかで祭礼の姿が違ってみえることになる。

　祭 日の前々日と前 日,実 行委員会の名誉役員が全マンダ ッを回る。各マンダ ッの状

況,供 される食事の内容が後で話題となる。そしていよいよ祭 日当日を迎えるのであ

る。

(2)第21回(1986年)28仏 祭礼

　 1986年 の 第21回 ヤ ンキ ン28仏 祭 礼 の お練 り行 列 は,11月16日 にヤ ンキ ン ・タ ウ ンシ

ップの 予定 され た ル ー トを た ど って行 なわ れ た。 当 日午 後2時 頃 よ り集 合 し始 め た各

仏 輿 グル ープ は午 後3時 に中央 ダ ンマ ヨ ンを 出発 し午 後12時 に帰 還 した 。 お練 り行 列
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に参加 した行政及び協力機関のメンバーは,郡 人民評議会か ら4名,地 区人民評議会

か ら15名,警 察官15名,消 防官74名,赤 十字隊員55名,軍 警察15名,委 員145名,寄

付集め担当者 リーダー以下81名 であった。

　 お練 り行列のルー トはいままでいつも同じだったわけではない。祭 りの発展 と参加

地区の拡大につれて変遷 してきた経緯がある。当初は14,15,16区 のみ回ったが,次

第に広 く回るようになっていったといわれている。ヤンキン ・タウンシップ全地区を

仏像を車に載せてお練りしたこともあるという。だがここ10年近 くは現在のルー トが

ほぼ定着 している。(図2参 照)ま た車の活用については担いだ方が楽 しいという意

見が支配的で現在の形に戻 ったという説明を聞いた。、また仏像を載せ る輿にも変遷が

ある。現在は3代 目だという。

　 お練 りの各グループ出発に先立ってセレモニーが行なわれた。パー リ語総礼文の独

唱 と解説がス ピーカーを通して流れる。そして郡人民評議会議長のテープカット。鐘

を合図にいよいよ出発である。行列の順番と参列 した概数を以下に紹介する。行列で

は管理運営委員会が計画 したお練 り行列全体の先導グループが先頭を歩 き,そ の後を

28の仏輿グループが練 り歩 く。

　 [先導 グ ル ープ]

先導 の バ イ ク～ 広 報 の ジ ー プ～ 十 坊 の僧 侶 の 乗 った トラ ック～ 仏 祭 管 理 委 員 会 委 員 ～

少 年 踊 り手9人 ～ 吉 祥 太 鼓 ～ 仏 教 の 神 々(ブ ラ ーマ ン,ダ ジ ャー ミ ン,四 神 な ど)7

人～ 精 霊8人(パ ガ ン ミ ン/タ ライ ン ミン/ポ ーパ 女 王 とそ の2人 の 息 子/ナ ガ ー女

王/水 の女 神/サ ラ ス ワテ ィ)～ 王族(王,皇 后,王 子,王 女)9人 ～ バ ラモ ン2人

～ 王 杖2人 ～ 大 臣2人 ～ 将 校 ・軍 団 長4人

　 [仏 輿 グル ー プ]

No.1(動 員 約150人/以 下 同 様)～No.2(70人)～No・3(70人)～No・4(60人)

～No.5(80人)～No.6(60人)～No.7(40人)～No.8(300人)～No・9(70人)

～No.10(100人)～No.11(60人)～No.12(80人)～No.13(40人)～No.14

(80人)～No.15(150人)～No.16(100人)～No・17(90人)～No・18(300人)

～No.19(130人)～No。20(100人)～No.21(140人)～No.22(130人)～No・

23(150人)～No.24(120人)～No.25(50人)～No・26(100人)～No・27(120

人)～No.28(300人)

　参列する人々の数は,仏 輿グループの代表者あるいは参列者に尋ねたあ くまで概数

であり,全 員が最初から最後まで行列 しているわけではない。それでものべ3千 人余
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りになる。 しかも沿道の観衆は別である。ヤンキン全体の人口約8万 人を考えれば決

して少ない数ではない。お練 りの途 中では,ケ ーキなどの食べ物,飲 み物がふるまわ

れる。その準備は各地区の実行母体が行なっている。仏像は行列後ダ ンマヨンに戻 り

次の年まで安置される。各地区のグループが仮設 したマンダッは葬式の場合と違 って

即座の解体を求められていない。各地区それぞれのやり方で後始末が行なわれていく

のである。 この年,お 練 り行列で集められた寄付金は45,640チ ャッ(ca')8)に達 した。

(3)祭 礼 起 源 伝 説

　以下は祭礼起源 として伝え られる説話で,祭 礼の毎年のパ ンフレットに必ず載せ ら

れているものである。手元にあるのは1977年 の祭礼実行委員会編集のものである。イ

ンタビューで採取 した説話 も人名や地名は不明でも基本的な構成は同様であった。

　バ ゥ ットー駅の前 に約13エ ーカーの土地 があった。その土地は学校の先生である ドー ・キ

ン ・ソー ・ラが両親か らの遺産 と して所有 して いた。その土地の真ん中には,祖 先 の代よ り

生えてい る幹の周 囲が約20フ ィー トもある大 きなニ ャウンの木があ り,樹 精が宿 ってい ると

の評判であ った。彼女の家族 は,第 二次世界大戦 の間中ず っと危険を免れ た。 もう災難 に遭

うという時で も,そ の ニャウンか ら不思議 な ことに前 もってお告げがあ った。 このように災

難に全 く遭わず生 きなが らえることがで きたのは,ニ ャウンの樹精のおかげと心得て毎月の

白分,黒 分,満 月,新 月の 日には,灯 明をとも して拝ん だ。

　1957年 頃,こ の土地を区画に して売却 しよ うと した ところ,大 きなニ ャウ ンの木 が生えて

いる区画だけが誰 も買手がつかなか った。それで彼女は,長 く布薩 日を守 ってか ら灯 明をた

いて,樹 精に切 り倒す ことの許 しを乞 うた。3日 後,彼 女 が眠 りにおちようとした矢先,純

白の着物を着た人物 がニャウンの木を人差 し指で指差 して,仏 像を刻んで崇拝 しなさいと告

げて消えて しま った。 この不思議な ことについて彼女は,チ ェーマテ ィウン寺院の ウー ・テ

ー ・ザ院長 とサヤ ・ミャインにお伺 いを立てた。その後,1962年 にこのニ ャウンの木を切 り

倒 して,28体 の仏像を刻ませてその寺院の境内にお堂を建てて崇拝 した。

　 1966年,バ ウッ トー地区か ら,ウ ー ・コ ・コー ・ジー,ド ー ・キ ン・ソー ・ラ,カ ンベー

地区か らウー ・ソー ・マウン,サ ヤ ・ミャイ ン,サ ヤ ・ネー ・リン,ド ー ・チィ ・テ ィ等が

スポ ンサーとな って第1回28仏 行列祭が開催 され た。 このように して毎年28体 の仏像 が練 り

歩 くようにな り,第3回 か ら元大佐 ウー ・グ ン ・シェイ ン,弁 護士 ウー ・エーことウー ・ピ

ェ ・テイン,ウ ー ・フラ ・ア ウンを始め とする地元の人 々が音頭を とり,地 区の若者 の助け

を得て,挙 行 してきた。1975年,第10回 のお練 り行列祭か らヤ ンキ ン地 区全部を上げて のパ

ヤー ・ブェとして決 め られた。28仏 がお練 りをす る地区は災難か ら免 れることはよ く知 られ

ている。

8)チ ャッはビルマの通貨単位である。1986年 の調査 当時の公定 レー トでは1チ ャッは約23円 で

あ った。 この レー トでは約4万5千 チャ ッとい う総額 はさほどでもないよ うに思えるが,ビ ル

マで大学卒業者の初任給 が月額250か ら300チ ャッといわれていることを考えると寄付金の高額

さが理解できる。
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IV.ヤ ンキン28仏 祭礼 の設計 図

これか らこの祭礼の構造をい くつかの側面からなぞってみることにしたい。

(1)祭 礼 の 目 的

入手できる限 りの祭礼実行委員会編集の28仏察礼のプログラムには共通 して祭礼の

目標 として次の3点 が挙げられている。

(a)タ ウンシップ内に居住する男女が三災から免れ,健 康かつ裕福で三宝を奉 って

　　信仰に専念することができるように。

(b)仏 の崇高なる教えを引き続 き大切に守ることができるように。

(c)28仏 祭礼が滞 りなく,つ つがなく執 り行なわれるように。

　三災 とは疾病,飢 餓,強 盗の3種 の災難をさす。三宝は仏法僧である。28仏 祭礼の

目標 として一般的にはアンダイエー・キン(antaye-ktn),つまり災難から免れるためと

説明される。すなわち無病息災,病 根退散の祭礼なのであり,退 散のために仏像がお

練 りをするのである。

　 ここでヤンキンにおける行列の意味がその目的地のない行列の形態及びパフォーマ

ンスか ら明 らかになる。仏像のお練 りがお祓 いの意味を担 っていることはいうまでも

ないだろう。従って地元の人々の説明は,超 自然的存在に自分たちを守 ってくれるこ

とを願うというよりも,降 り掛かりうる災難から逃れることに重心があるように思わ

れることは確認 しておいてよいだろう。言語表現においても,他 の超自然的存在に対

するように,サ ウン(∫認の 一 守 る　　を願 うというよりも,災 害からキン(伽)

一 逃れる　　 ことが強調されている。逃れるは災害か ら守 られるにも通 じるが,少

な くともヤンキン28仏祭礼では降 り掛かる災害に対する意識が全面に出ているのであ

る。そこで問題 となるのは祭礼起源伝説である。

　我々は伝説の年代を考慮 しなければな らない。奇跡が起 こったのは第二次世界大戦

以前かもしれない。だが,奇 跡の木ニャウンの木を切り倒そうとする契機は1957年 の

区画開発の過程である。この時期がちょうどヤンキンの開発期に重なることはいうま

で もない。そしてそれ以前は河川に沿った舟着場がある程度の小村落があるのみで,

大半は未開発の土地景観が広がっていたことは想像にかたくない。 ビルマでは大きな

ニャウンの木は切ってはいけないという考え方がある。 ところがヤンキンでは切った

のである。
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　 しかしながら,祭 礼の目的には切ったニャウンの樹精に対する配慮は明示的に伺わ

れない。ニャウンの木が生えていた場所は家屋が建 ってしまっており,特 別な場所と

してマークされていない。現在の人々の記憶においてニャウンの木を切ったという行

為について強 く意識されているとは思えないのである。つまり,樹 精のエ ピソードは

エピソー ドに留まっており,そ れ以上の影響は及ぼしていないのである。従 って特定

の樹精に対する懐柔は祭礼の契機ではあったかもしれないが,現 在のヤンキン28仏祭

礼では,降 り掛かる災難から逃れるという目的に拡大 している。

　ニャウンの樹精は仏像に変身 してその奇跡の力を保持 していると伝説は語 る。その

奇跡の力がヤンキンに満ちることが祭礼では期待されている。そこで展開される祭礼

のコスモロジーの構造は,超 自然的存在 と人間との関係というよりる,超 自然的存在

と降り掛かる災難の関係という図式に変容 し,人 間の位置は一歩離れている。祭礼は,

ドー ・キン ・ソー ・ラ個人の信仰に由来する段階か ら出発 して,ヤ ンキンの空間全体

が関与する祭礼へと発展 してきた。本来人間に悪影響を及ぼすと信じられている切 ら

れたニャウンの木に由来する仏像が,ヤ ンキンの住民に降り掛かる災難の矢面に立っ

表2　 ヤ ン キ ン28仏 祭 礼 実 行 組 織 図(1986年)

郡行政組織

人 民警 察 赤 十 字 消 防 団 区行政組織

中央説教堂

管理運営全体委員会

(1)名 誉役員会

(2)管 理運営委員会

祭礼実行委員会及び下部小委員会

(1)お 練 り行列実行委員会

(2)寄 進金管理 委員会

(3)説 教堂準備委員会及び

来賓接待小委員会

(4)奉 納品受領管理 委員会

(5）仏輿管理委員会

(6)広 報連絡小委員会

(7)保 安小委員会

(8)法 話委員会

ヤ ンキ ン内各地区

各地区内諸仏教会

28仏祭参加仏教会

仏輿管理総代
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ているのである。つまり人間にとってマイナスの存在が仏像に変身することでプラス

の存在に変換され,さ らにそのプラスのイメージは,地 区全体の信仰の段階に発展す

る過程で増幅されているのである。

　以上のように,祭 礼の起源はラングーン首都圏の拡大という時代的背景 と密接に結

びついていることは確かである。そしてその目的は,切 られた樹精への懐柔からより

積極的な意味を付与され,さ らに地域全体の病根退散へと発展 しているのである。換

言すれば,関 係する人々の増加 と平行する祭礼の進化といえるかもしれない。

　 (2)祭 礼 の実行 組織 と仏教 思考 体系

　この祭礼を実際に運営 しているのはゴーバカ(96Pdkd)と 呼ばれる管理運営委員会

の人々である。この組織はパゴダ祭 りの運営委員会 と同称である。1986年 時点で構成

員は9名,そ の書記格が祭礼実行委員会の委員長の任を担 う。実行委員会の中はさら

表3　 ヤ ンキ ン28仏 祭礼 実行 委員会 組織 変遷表

第9回(
1974年)

先導管理運営組織

中央執行委員会

実行委員会

斎飯接待委員会

保安委員会

寄進品配置及び
説教堂唱和委員会

広報連絡委員会

第10回

(1975年)

先導管理運営組織

企画委員会

実行委員会

斎飯接待委員会

保安委員会

寄進品配置及び
説教堂唱和委員会

仏像引渡し受領
及び説教堂清掃
委員会

奉納品受領管理
委員会

広報連絡委員会

第11回(
1976年)

先導管理運営組織

企画委員会

実行委員会

斎飯接待委員会

保安委員会

寄進品配置及び
説教堂唱和委員会

仏像引渡し受領
及び説教堂清掃
委員会

奉納品受領管理
委員会

第12回

(1977年)

名誉役員管理運営委
員会

企画委員会

保安委員会

健康管理広報連
絡委員会

財政委員会

儀典委員会

来賓接待委員会

お練り行列実行
委員会

第17回

(1982年)

管理運営全体委
員会(下部組織)

寄進品斎飯接待小
委員会

保安小委員会

説教堂準備小委
員会

奉納品受領管理
小委員会

広報連絡委員会

財政記録小委員会

お練り行列実行
委員会

娯楽小委員会

法話委員会

第19-21回

(1984-86年)

名誉役員会

管理運営委員会

保安小委員会

説教堂準備委員
会及び来賓接待小委員会

仏輿管理委員会

奉納品受領管理
委員会

広報連絡小委員
会

寄進会管理委員会

お練り行列実行
委員会

法話委員会
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に8つ の委員会に分かれている。(1)お練 り行列実行委員会,(2)寄 進金管理委員会,(3)

説教堂準備委員会及び来賓接待小委員会,(4)奉 納品受領管理委員会,(5)仏 輿管理委員

会,,(6)広報連絡委員会,(7)保 安小委員会,(8)法 話委員会の各委員会である(表2)。 こ

れ ら委員会のメンバーはヤンキン各地区か らの代表である各2名 の28仏祭礼参加仏教

会の仏輿管理総代で構成されている。彼 らが実質的な祭礼推進組織である。各委員会

の職務は委員会の名称がそのまま表現 している。左 に1974年以来の実行委員会の組織

変遷表を掲げた(表3)。

　各委員会の名称にはいくらか変化がみ られるが,祭 礼の実際上の職務 と分担する基

本的区分には変化はない。総 じて(a)仏 像及び仏輿を含むお練 り行列の世話,(b)斎

飯来客接待,(c)奉 納品,寄 付金の管理の3点 に集約されるといっていいだろう。

　祭礼の実行組織を説明する際に委員会あるいは仏教会 ということばを用いた。だが

この各組織は,9名 のゴーバカを除いて継続的なものではない。委員会,仏 教会 と称

したのはあくまでこの年の28仏祭礼のためのものである。地区全体でみればつねに多

様なスケールの仏教徒有志が組織化する潜在性をもっている。ある地区の構成員とい

っても地区内の各種仏教儀礼のみに参加するとは限 らない。地区外たとえば有名なパ

ゴダへの参拝やパゴダ祭 りへの参加 もありうるし実際にそうである。この行動様式の

背景にあるのは,功 徳 にカウントされると信 じられている行為がどのようなスケール

の集団や組織のもとで行なわれようと,基 本的には個人の業(カ ルマ)の バランスシ

ー トに還元されるという仏教的思考法である
。功徳獲得行為は場所を選ばない。但 し,

どこでもいいというわけではない。より効果的な功徳蓄積を実行しようとする動機が

働 く。従 って立会人 としての観客の存在に対する意識が,強 く儀礼参加の行為を支え

ている。つまり仏教徒の功徳蓄積行為をより壮大 にしようとする指向性が祭 りを発展

させていくのである。仏教信仰の実像は完全な個人主義ではない。仏教儀礼 という状

況 において多様な集団が立ち表れるのである。

(3)祭 礼の構成　　行列の意味

　 この祭礼実行には僧侶あるいは寺院は直接関係 していない。厳密にいえば各地区は

お練 り行列以前に集まった斎飯を寺院に持 っていくし,お 練 り行列にも僧侶は加わっ

て読経を行なう。だが,祭 礼自体は僧侶の自己救済を目的とする修行とは関係が稀薄

で,僧 侶を中心とする仏教的世界観における 「中心　　聖」とは一線を画 しており,

「世俗性」の方へより傾いている。その世俗性は行列の運ぶ内容にも明示されている。

寺院や僧侶のもとへ向かう行列 には,寺 院の仏具や僧侶の身の回りの物が供物として
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運ばれるのに対 し,ヤ ンキン28仏祭礼では,寺 院や僧侶に直接かかわる供物は含まれ

ていない。 この点については同 じ28仏祭礼でも1983年 のスーレー ・パゴダの祭礼の行

列に僧衣を携えた一群が加わっていたことと対照的であり,ヤ ンキンの同種の祭礼の

構成の特異性を暗示 している。ヤンキン28仏祭礼の行列では,巡 る仏像,王 朝時代の

コスチュームを来た参列者,そ の他の仏教徒,踊 り子,音 楽隊がすべてであり,そ の

他に夜間になると照明の一団が相伴するのみである。従 って 「パヤー」の世界に捧げ

るというよりは行列の内容を見る限 り自分達 にとってのエンターテインメントの様相

が濃い。

　行列そのもののメッセージにも特異性がみられる。他の儀礼行列は供物献上のメッ

セージを伝えることが儀礼行為の動機付けになっているのに対 し,ヤ ンキン28仏祭礼

は逆 に寄付を募るメッセージで構成されている。この寄付は具体的にはダンマヨンの

運営及び壮大化に供与されるのである。従って,行 為自体は仏教信仰の功徳蓄積の一

端を成すものに疑いない。 しかしそのパフォーマンスは俗世界で展開され,行 列の後,

功徳に変換される過程で寄付の金や品物は神聖化するのである。

　また行列の途中で広報のジープに乗ったゴーバカのひとりが沿道の人々に語 りかけ

る。 この管轄は法話委員会が行なう。仏教儀礼においての語 りは通常僧侶が在家仏教

徒に対して行なうが,ヤ ンキン28仏祭礼の場合僧侶が行なうことはない。行列に加わ

る僧侶は読経を続けるのみである。 しかもその語 りの内容は,28仏 を信仰することに

よって得られた心の平安及び具体的な効能の体験である。従 って28仏祭礼への関心喚

起 と参加者呼びかけの性格が濃い。僧侶の法話に人々を儀礼に誘 う要素はその自己救

済の修行精神から含まれることはない。

　以上の点か らもこの祭礼の特異性は確認される。換言すれば,仏 教の伝統的行動様

式に則 っていなが ら,あ るいは細部では僧侶への喜捨 ・僧侶の招待のモチーフを含ん

でいなが ら,全 体としては世俗的な色彩が濃いのである。

　 この28仏祭礼のヤンキンの年中行事暦における位置を確認 しておこう(表4)。

ヤンキンで他の地域 にみ られない特徴的な年中行事は,ビ ルマ暦6月 トータ リン月に

行なわれる1万 本献花祭 り,12月15日 のモーガウン ・パゴダ祭 り,そ して28仏祭礼で

ある。 他の シャカ祭 り,僧 衣贈呈祭 り,タ マネ(htamahne)の 祭 りなどは他の地域でも

行われている祭 りである。ヤンキンのみで行われている3つ の祭 りのうち,ひ とつは

寺院が,も うひとつはパゴダが祭 りの主要な舞台となっている。従 って祭場が限定さ

れた空間である。それに対 し28仏祭礼はダンマヨンが起点であり終点となってはいる

が,祭 場はお練 りをする行列通過空間全体といっていいだろう。お練 りをする場所が
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表4ヤ ンキ ン年 中行事 暦

月 名
(ビルマ暦月 名)

4月

(タ グ ー)

5月

(カ ソ ン)

6月

(ナ ヨ ン)

7月

(ワ ゾ ー)

8月

(ワ ー ガ ウ ン)

9月

(ト ー タ リ ン)

10月

(ダ デ イ ンジ ュ)

11月

(ダ ザ ウ ンモ ン)

12月

(ナ ド ー)

1月

(ピ ャ ー ト ー)

2月

(タ ボ ー ドウ ェ)

3月
(ダ バ ウ ン)

ヤ ンキ ンにおけ るプエ  (Pwe)

Thinjan  Pwe (新年 節)

Nyaun Yei  thwiin  Pwe (シ ャカ祭 り)

Wazo  Pwe (僧衣贈呈祭り)

Pdn  dun  Ti'thdun Ka' Hlu  Pwe

(一万本献花祭 り)

Dhadinjwu'  Five (灯明祭 り)

Tahsauntain  Pule/  Mathou  Thingdn
 Mi  Htwfin  Pwe (灯明祭 り)

Boun Kathein  Puzanlya  Pwe

 (Ci  manou  Pwi)
 Hncejei'shi'hsu  Hbayel-Pwe

(28仏祭礼)
(ダザ ウ ンモ ン満月の 日)

 MOugdun  Hpayi  Pwe
(12月15日)

(パゴダ祭 り)

 Httlynahne  Pwe (タマネ祭 り)

プエの行なわれる場所/実 行組織

地区毎に
布薩日遵守

ピ ンニ ャ ワデ ィ(Pin)awδdi)寺 院

マー ラ ミャイ ン ・ダ ンマ ヨ ン

(Malamyain Lan Dammayoun)
一バ カ ・ア プ エ

コ"

 (G6paka  Ahpwe)

モー ガ ウ ン ・パ ゴ ダ

 (Mougdun Pagoda)

ピ ンニ ャ ワデ ィ  (Pinyawadi) 寺院

広がればそれだけ祭場も拡大することになる。お練 り行列が囲い込む空間のもつ意味

は重要といわざるをえない。

　 (4)祭 礼 の 社 会 性

　ニャウン28仏祭礼はヤンキン・タウンシップを上げて行なわれることから行政区画

を背景にしているという点で明 らかに社会性を帯びている。行政も関与 している。先

に言及 したスーレー ・パゴダの同種の祭礼では,仏 像が複数の輿に分かれておらず1

台の車にまとめて載せ られ,地 域区分に基づいて運営されていないことは歴然として
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いた。ヤンキンのそれは地域区画の多様な参加を含みなが ら構成されている。 しかも

その参加区画は発祥の地である15区 から始まって多少の変遷はありながら確実に増加

してきた。従って祭礼が地区の枠を越えて発展 し,そ の社会的連帯 に寄与してきたこ

とは否定できない。もっとも参加地区すべてが同等 というわけではない。14,15,16

の3区 がポス トを独占 して他の地区に少なくとも1986年 時点まで空けようとしていな

い。ということはヤンキン・タウンシップを上げての祭礼に途中から位置付けられた

とはいえ,社 会的連帯の広汎化にはブレーキの要素も内在 していることになる。 この
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タ

点が今後どう展開 してい くかは未知数である。 しか しながら新興住宅地で この祭礼が

始まったことはビルマ人の祭祀観を考える意味で重要である。つまり彼 らは地縁を基

盤とする祭祀を年中行事の中に取り入れる行動様式の枠組を思考体系の中に含んでい

ることになる。 しかもその祭礼が寺院やパゴダ と結びつかない形で実践 されてきたこ

とは注 目に値する。

　祭祀の発展はつねにより多 くの人々の関心を集める方向に動かそうとされてきたし,

実際に動いてきた。その意味から行列のス トリー ト・パ フォーマンスの有効性は認め

なければな らない。閉じた空間から行列 という線を媒介にして面へと祭場が広がって

いくのである。パゴダ祭 りや寺院へ供物を運んでいく行列にもス トリー ト・パフォー

マンスは見られる。だが,28仏 祭礼の場合は,行 列の沿道 にいる観衆をパフォーマ ン

スで功徳蓄積行為の現場に取 り込もうとしている。他方,前 者の行列にはそのような

仕掛けは用意されていない。行列に参加するにはあ らかじめ供物寄進 という契約が必

要なのである。行列自体は開かれた儀礼であるが,飛 び込みが入 っても功徳蓄積に必

ず しもつながらない。騒がしくて楽 しい行列に好奇心のある子供達が紛れ込むだけで

ある。仏教の功徳獲得行為は場所を選ばないといいながら,観 衆 に対 してパフォーマ

ーが期待する役割が異なり,こ の2種 の行列には明 らかに違 いがある。観衆をパフォ

ーマンスの中に取り込 もうとするヤンキン28仏祭礼は,行 列が移動する空間の社会的

背景を意識 しているのである。供物を運ぶ行列にはその意識は必要 としない。

(5)　ま とめ 祭祀の都市性

　右 にヤンキン28仏祭礼の特徴をまとめてみる。その特徴を明示するために他のプェ

儀礼の行列 と対照的に列挙 した(表5)。

　 ビルマ語の用法には 「都市文イヒ　(myoupya yinceihmu)」 「地方文化(ceile' yinceihmu)」

の類別がある。またラングーンを念頭において 「首都生活(myouto bawa)」 という表

現もある。 しか しなが ら,ヤ ンキンの人々に新 しい祭祀を創造 したという意識はない。
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表5　 ヤ ン キ ン28仏 祭 礼 の 特 徴 対 照 表

ヤンキ ン28仏祭礼 他のプエ儀礼の行列

目 的

伝 説

中 心

祭場空間

動機付 け

差異化のモチーフ

行 列

行列の内容

象徴的 トランス
　 ポーテー ション

祭祀執行者

パ フォーマ ンス

参 加

社 会 性

病根退散 ・無病息災

ニ ャウンの木 を切 った

　 十　 (ダ ンマ ヨン)

広が る祭場

功徳蓄積

くじによる差異化

目的地のない行列

仏輿を運ぶ

俗界の トランス
　 　 　 ポーテーシ ョン

行政官(テ ープカ ット)

寄付を募るス トリー ト
　 　 　 パ フォーマ ンス

各地区毎の多様な参加

新興住宅地の連帯の契機

供物運搬

　 十

僧院 ・パ ゴダ

区切 られた祭場

功徳蓄積

　+　 (共有)

目的地 のある行列

供物を運ぶ

聖/俗 の境界 トランス
　 　 　 ポーテー ション

僧侶、パ ヤー ・ルージー

供物披露の ス トリー ト
　 　 　 パ フォーマ ンス

均質的な参加

既存の連帯 の確認

+　 該 当な し

認識のレヴェルでは従来の祭祀体系 と連続 しているのである。従 って地域性のある祭

祀か ら考える限り 「都市」民 としてのアイデ ンティティは必ず しも形成されていると

はいえないのである。

　 いままで本論文ではプロローグで断わったように 「都市」ということばを意図的に

避 けてきた。確かに分析のやり方 としては都市を最初に規定する方法 もある。だがこ

こではその方法を採 らなかった。しかし本論文では 「都市の祭 り」と 「いなかの祭 り」

という二分法を前提 としなくても,ヤ ンキンの祭礼がいままで報告された知られる儀

礼と区別 しうる特異性をそなえていることを明 らかにしてきた。その特異性を分析的

にここではじめて 「都市性」 と呼び,そ してその特異性を有する祭礼を 「都市祭祀」

と呼ぶことにしたい。「都市」で行なわれる祭礼だから「都市祭祀」という導 き方では

な く,特 異性を有 しているから 「都市祭祀」 と定義するのである。

　そこで 「都市祭祀」の特異性から逆に 「都市」をイメージ的に規定 してみることに

したい。祭祀の中に都市空間を構成する諸要素を導き出すのである。第一に,病 根退

散 ・無病息災の現世的利益の性格が祭 りの目的として前面に出ていることは,逆 に降

り掛かる災難 に対する意識,願 望希求の契機が祭祀の背景 となる空間に満ちているこ

とを意味するのではないだろうか。そのような空間を 「都市」 と呼びうるかもしれな

い。切 られたニャウンの木は仏像に刻まれることで非生活空間から生活空間の側に取

り込まれ,悪 影響を及ぼす加害者の立場か ら災難を除き願望をかなえる利益提供者 に
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変身 しているのである。

　第二に,祭 場の配置か らイメージしてみる。祭場空間が広がることは当然のことだ

が祭場が限定されていないことを意味する。従 って祭場と生活空間の区分が薄 らぐこ

とになる。仏教信仰の場である僧院は 「パヤー」の居住空間である。 しかしダンマヨ

ンもマンダ ッも僧侶の居住空間ではない。祭祀の時に僧侶を招請する仮の場所である。

これらはパゴダと同様に非僧侶が運営する場所である。都市祭祀では祭場が限定 され

た空間から外に出る。従って居住空間全体が祭場と化す可能性を帯びているのが 「都

市」 と逆に規定できよう。最近のラングーンの水掛け祭 りの喧騒も祭場を限定せず,

水の交換がで きる場所はすべて祭場と化す。同様な考察が可能である。

　居住空間 と祭場 との重な りは,ダ ンマヨンの宗教的意味か らもいえる。ダンマヨン

はある意味で都市的存在といえるかもしれない。ダンマ ヨンの中にはパゴダや僧院の

境内に建てられているものもあるが,ヤ ンキンのマラミャィン・ダンマヨンは単独の

ダ ンマ ヨンである。特定の僧院やパゴダとは関係のない宗教的脈絡の上に建て られて

いるのである。従って僧侶の自己救済的な世界観からは遠い位置にある。 しかも宗教

とは別の理念に基づ く行政側の管理機構がこの祭礼に関与 している。その意味におい

てタウンシップ人民評議会議長によるテープカットは象徴的である。宗教的空間が日

常空間から隔離されず,生 活習慣の空間により重なっているのが 「都市」といえそう

である。

　第三にエンターテインメントの側面から考えてみよう。28仏祭礼にはエンターテイ

ンメントを増幅させる設計図がある。各地区は,そ れぞれのアイデアで仏像を飾 って

輿を仕立てる。その仕立て方はパヤー・ダガーの名誉につながる。 しかもくじによる

差異化もか らむ。アイデアの企画が並列するなら仏輿間の競争につながる可能性は高

い。

　お練 り行列での運搬は,一 過性で届けてしまえぱ終わるものではない。毎年繰 り返

されるエンターテインメントである。従 って運ぶ中昧ではな く,運 び方がアイデアを

要求 している。ス トリート・パフォーマンスも年を追 うごとに派手になる。たとえば

音楽隊の楽器設備で1983年 にはみ られなかった電子楽器が1986年 の行列に多数加わっ

ていた。 シュエヨー(shweiyou)踊 りという粗野で楽 しい踊り手の連 も増えた。薪 しい

アィデァが加わる設計図の余地がこの祭礼にはある。 これは 「都市」空間を活用する

設計図のモチーフの特性といえるかもしれない。 この点については経済的要素 も見逃

すことはで きない。装飾が派手になるにつれてかかる経費が増加 していることは確か

である。「金の動員力」が無視できない要素として 「都市」空間に内在 している。
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　以上のように 「都市祭祀」より 「都市」のイメージを逆に規定 してみた。それらの

イメージに該当するのは 「地方」 にもあるかもしれない。 しか しなが らラングーンで

はそのイメージがより強 く印象付けられるのである。それだけヤンキンの28仏祭礼が

特異性を有することは確かである。それにもかかわらず,祭 礼実行の基本的動機付け

が功徳蓄積で説明されていることは改めて注意を喚起する。つまり仏教の思考体系が

「都市性」「都市祭祀」の独自性を打 ち消 しているのである。 この点は,ラ ングーン市

民に 「都市」民 としてのアイデンティティが必ず しも形成されていないことと深 く関

係 してくる。改めてビルマにおける,仏 教の説明の手段 としての思考体系すなわち仏

教信仰の浸透を想起せざるをえないのである。仏教の思考体系についての新 しい視点

が 「都市性」の中に求められるのである。

(6)祭 礼の増殖 とその将来

　 ヤ ンキ ン28仏 祭 礼 は,そ の祭 場 の空 間 との 関係 か らさ らに発 展 す る可 能 性 を も って

い る。 実 際 それ は この祭 礼 の歴 史 が証 明 して い る。

　 この祭 礼 は 当初 ヤ ンキ ン15区 で始 ま った もの で あ る。 そ して第10回 か らヤ ンキ ン全

体 の祭 礼 とな っ た。 タ ウ ン シ ップ全 体 とな る と当 然 の こ とな が ら行 政 組 織 の 管 轄 下 に

入 って行 なわ れ て い る。 調 べ た 限 り この28仏 祭 礼 は ラ ング ー ンで は ヤ ンキ ンが 最 も古

く最 も盛 ん と いわ れ て い る。 ラ ン グ ー ン市 内 で は タ ム エ ・タ ウ ン シ ップ が1983年 か ら,

テ ィ ンガ ンジ ュ ン が1986年 か ら行 な って い る と聞 い た。 そ の他 いつ か ら始 ま った か の

情 報 は得 られ な か った が,行 な って い る とい わ れ て い る の が,ラ ンマ ドー,バ ハ ンヌ

ー チ ンマ ヌ ン ・ロ ー ド
,南 オ ッカ ラ ッパ13区,北 オ ッカ ラ ッパ ・ トー チ ェ ー地 区 な ど

で あ る。 ラ ング ー ン管 区以 外 で は,マ ンダ レ ー管 区 ピ ンマ ナ ー の28仏 祭 礼 が盛 大 だ と

い われ て い る。 そ の 他 に もテ ナ サ リム管 区 ダ ウエ,さ らに デル タ 地 帯 が本 場 との 未 確

認 情 報 もあ った 。

　 ラ ング ー ンの ヤ ンキ ン以 外 の祭 礼起 源 伝説 は 不 明 で あ る が,こ の タ イ プの 祭 礼 が ス

ー レ ー ・パ ゴダ の事 例 の よ うにパ ゴダ 管 理 委 員会 が考 え る祭 礼 様 式 の一 選 択 肢 で あ る

こ とを考 え る と,ヤ ンキ ンの28仏 祭 礼 の隆 盛 が 波及 した といえ な くはな い。 つ ま り祭

りの増 殖 で あ る。 ラ ング ー ン以 外 の 地 区 で 行 な わ れ て い る28仏 祭 礼 の起 源 は,お そ ら

くよ り古 いで あ ろ うこ と は予 想 され る。 だ が,ヤ ンキ ンの28仏 祭 礼 は そ れ を ラ ング ー

ンの 空間 の脈 絡 で 再 解 釈 した祭 礼 で あ るか らこそ発 展 した ので はな いだ ろ うか。 当 然

の こ とな が ら,も っ と別 の アイ デ ア の設 計 図 に基 づ く祭 礼 が ラ ング ー ンの他 の 地 区で

始 ま って い る可 能 性 を否 定 しな い。 い ず れ に して もヤ ンキ ン28仏 祭 礼 の設 計 図 の源 泉
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を探究する作業 と平行 して祭礼の今後の動向を見守 る必要があるのである。

エ ピ ロ ー グ

　儀礼の設計図はどのようにして描かれるのだろう。本論文では,1966年 か ら始まっ

たビルマ ・ラングーンのある祭祀を取り上げた。従 って儀礼そのものは 「伝統」とい

うことばが内包する曖昧さを回避 しうる比較的短い歴史 しかもっていない。本論文で

確認 したようにこの祭祀は,い くつかの点でいままで ビルマについて報告 された儀礼

とは様相を異にしている。だが,他 方,こ の祭祀は仏教に深 く色づけされたビルマの

価値体系 と行動様式の枠組みに従 っている。 この祭祀の設計図はどのようにして描か

れてきたのだろう。そ してこれからどのように描かれていくのだろう。その考察は今

後の課題である。

　改めてラングーンは 「都市」なのかと問う。本論文で注意深 く用いた 「都市」はあ

くまでビルマの文化的脈絡から導 き出された概念である。用語の上では 「都市」は類

別されているがアイデンティティの面では必ず しもそうだとはいいがたい。ヤンキン

の祭祀の特異性を分析的に 「都市性」 と呼んだが,よ りふさわ しい表現が他にあるか

もしれない。だがその探究は,ビ ルマ祭祀体系の考察と平行させながら,ラ ングーン

の研究をさらに深めていく中で追求 していく開かれた課題としたい。

付 記

　 本論文 のデータの収集 は,文 部省アジア諸国等派遣留学生 として滞在 した1983年2月 か ら1984

年11月 まで の期間 と1986年11月 の再調査 において行なわれた。関係機 関に対 して謝意を 申し上 げ

たい。また現場でのデータ収集には,ヤ ンキンの人 々の多大な る協力 があった。祭礼の前 日と前

々日各地 区のマンダ ッを回 った時の人 々の歓待振 りが忘れ られない。 ヤ ンキンへ導 いて くれた ビ

ルマの友人 そ してヤ ンキ ンの多 くの人 々に感謝 したい気持 ちで一杯 である。本 論文 を謹んでヤ ン

キ ンの人 々と素晴 らしい友人に捧 げたい。尚,本 論文の骨格は,1988年1月 の九州人類学研究会

での発表 をもとに している。同会員の諸氏 に併せて謝意を表 したい。
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